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高
橋
会
長
年
頭
ご
挨
拶 

        

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
家
族 

と
も
ど
も
良
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
大
変
ご
協
力
を
賜
り
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

当
Ｏ
Ｂ
会
は
昨
年
も
二
十
数
名
の
新

し
い
会
員
を
迎
え
、
会
員
総
数
六
百
名

近
く
と
な
り
年
々
発
展
し
て
い
ま
す
こ

と
は
ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
少
子
高
齢
化
社
会
到
来
の
時
代
、

会
社
定
年
以
降
も
そ
れ
ま
で
積
み
重
ね

た
知
見
・
能
力
を
発
揮
し
て
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
も
こ
う
し
た
時
代
に
即
し
た

お
役
立
ち
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
か
か
る
環
境
の
も
と
、
会
の
運

営
方
針
と
し
て
は
年
一
回
の
総
会
の
ほ

か
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
や
歩
く
会
な

ど
の
健
康
増
進
或
い
は
趣
味
の
会
な
ど

の
催
し
を
積
極
的
に
進
め
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
の

健
康
の
維
持
・
増
進
に
お
役
立
ち
で
き

る
よ
う
念
じ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 
 

年
々
各
支
部
で
の
活
動
が
活
発
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
会
の
運
営

に
携
わ
れ
て
い
る
方
々
の
ご
努
力
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
お
時
間
の
許
す
方

の
多
数
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

写
真
を
添
え
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
会
の
活
動
の
み
な

ら
ず
会
員
個
人
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
の 

投
稿
も
載
せ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
会

員
の
動
静
を
知
っ
た
り
、
趣
味
の
交
流

を
図
る
場
と
し
て
の
活
用
を
望
み
、
編

集
部
も
強
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
の
ほ
ど
望
ん
で
い
ま
す
。 

本
年
度
総
会
は
別
掲
の
と
お
り
長
浜

工
場
に
て
開
催
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。 

  

大
阪
支
部
定
期
総
会 

平
成
十
七
年
十
一
月
十
七
日
（
木
） 

場
所 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
梅
田 

参
加
者
二
十
四
名 

山
口
滋
支
部
長
、

加
藤
敏
雄
、
宇
塚
正
、
岡
本
益
弘
、
奥

田
公
具
、
小
野
博
三
、
加
藤
龍
雄
、
熊

倉
寛
、
内
藤
次
生
、
中
谷
昌
弘
、
中
村

光
男
、
夏
川
清
、
西
本
郁
夫
、
能
瀬
庄

一
、
平
井
穣
、
福
井
久
、
町
田
富
美
夫
、

松
本
弘
、
宮
本
二
四
彦
、
山
口
陸
雄
、

山
本
功
、
吉
田
康
子
、
小
川
支
社
長
、

古
川
千
佳
子
（
現
役
） 

  

             
開
会
に
当
り
、
山
口
支
部
長
か
ら
ゲ

ス
ト
の
小
川
関
西
支
社
長
、
古
川
さ
ん
、

初
参
加
の
夏
川
さ
ん
、
能
瀬
さ
ん
の
紹

介
が
あ
り
、
次
い
で
、
年
次
活
動
・
収

支
報
告
お
よ
び
欠
席
の
方
々
の
近
況
、

コ
メ
ン
ト
の
披
露
後
、
加
藤
さ
ん
、
支

社
長
の
ご
挨
拶
、
町
田
さ
ん
ご
発
声
に

よ
る
乾
杯
と
続
き
、
酒
宴
が
始
ま
っ
た
。 

卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
お
二
人
を
始
め
、

皆
さ
ん
お
元
気
な
こ
と
で
、
四
テ
ー
ブ

ル
を
行
き
交
う
姿
が
若
々
し
い
。 

宴
た
け
な
わ
の
頃
、
某
氏
よ
り
有
志

で
の
忘
年
会
の
提
案
が
あ
り
、
賛
同
者

多
く
、
実
現
の
可
能
性
大
で
あ
る
。 

名
残
り
を
惜
し
み
つ
つ
中
締
め
、
散

会
と
な
り
一
握
り
の
有
志
達
は
昔
懐
か

し
北
の
新
地
へ
と
足
を
向
け
た
の
で
あ

っ
た
。 

 
 
 
 

（
熊
倉
寛
記
） 

 
 

 

本
年
度
Ｏ
Ｂ
会
総
会
予
告 

平
成
十
八
年
五
月
十
九
日
（
金
） 

場
所 

長
浜
工
場 

 

 

詳
細
は
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。 

  

歩
こ
う
会 

 

本
部
第
四
十
八
回
歩
こ
う
会 

 
 

 

 

逗
子
披
露
山
、
蘆
花
記
念
公
園 

 
 

 

平
成
十
七
年
十
月
二
十
五
日
（
火
） 

参
加
者
十
四
名 

市
村
義
雄
、
伊
藤
敬

輔
、
岩
田
幸
三
、
澤
田
耕
輔
、
木
澤
英

雄
、
木
原
仁
博
、
塩
澤
敏
行
、
柘
植
茂
、

中
川
実
信
、
平
松
久
、
野
中
矩
仁
、
山

根
邦
章
、
山
谷
章
浩
、
吉
井
靖 

 

当
日
は
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
。

正
午
前
Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
前
を
出
発
。
約
五

十
分
で
披
露
山
公
園
手
前
の
駐
車
場
に

着
く
。
木
々
の
間
を
少
し
登
っ
て
披
露

山
公
園
に
着
き
、
各
自
思
い
思
い
に
昼

食
、
休
憩
を
取
る
。
公
園
の
单
端
か
ら

見
下
ろ
す
逗
子
湾
か
ら
相
模
湾
に
か
け

て
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
。
江
ノ
島
か

ら
茅
ヶ
崎
、
平
塚
辺
り
ま
で
は
見
え
る

が
、
富
士
山
は
残
念
な
が
ら
霧
か
雲
の

中
で
あ
る
。 

 

午
後
一
時
二
十
分
公
園
を
出
発
、
山

道
を
下
っ
て
浪
子
不
動(

正
式
に
は
高

養
寺)

へ
。
お
不
動
さ
ん
の
下
の
海
中
に

徳
富
蘆
花
の
名
作
「
不
如
帰
」
の
記
念

碑
が
立
つ
。
浪
子
不
動
の
前
で
幹
事(

野

中)
が
、
明
治
三
十
一
年
の
国
民
新
聞
に

連
載
さ
れ
天
下
の
子
女
の
涙
を
誘
っ
た

「
不
如
帰
」
の
一
節(

肺
結
核
に
な
っ
た

妻
・
浪
子
が
夫
・
武
男
に
寄
り
添
っ
て
、

不
動
堂
の
前
で
「
…
あ
あ
あ
、
人
間
は

何
故
死
ぬ
の
で
し
ょ
う
！ 

生
き
た
い

わ
！ 

千
年
も
万
年
も
生
き
た
い
わ
！

… 

…
」
と
叫
ぶ
名
場
面)

を
朗
読
、
披

露
し
た
。
ま
た
、
す
ぐ
下
の
広
場
の
「
桜

貝
の
碑
」
の
前
で
「
桜
貝
の
歌
」(

Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
歌
謡)

を
、
塩
澤
さ
ん
の
独
唱

に
合
わ
せ
て
皆
で
歌
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
武
男
と
浪
子
が
歩
い
た
砂

浜
を
歩
き
、
蘆
花
記
念
公
園
に
向
か
っ

た
。
記
念
公
園
に
入
る
と
、
郷
土
資
料

館
に
上
る
ジ
グ
ザ
グ
の
坂
道
の
脇
に
、

蘆
花
の
「
自
然
と
人
生
」
の
中
に
記
さ

れ
た
自
然
の
移
ろ
い
が
立
て
札
に
書
か

れ
て
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
順
に
立
っ

て
お
り
、
明
治
の
頃
の
逗
子
の
風
物
を

偲
ば
せ
る
。
坂
を
上
り
き
る
と
元
・
徳

川
家
達
（
い
え
さ
と
）
の
別
荘
で
あ
っ

た
郷
土
資
料
館
が
あ
る
。
管
理
人
の
解

説
で
徳
富
蘇
峰
・
蘆
花
兄
弟
の
資
料
、

そ
の
他
を
見
学
。
こ
こ
の
窓
か
ら
見
渡

せ
る
逗
子
海
岸
や
披
露
山
の
眺
め
も
素

晴
ら
し
い
。 

              

お
元
気
で
す
か 

 

三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
第
十
三
号 
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次
に
、
六
代
御
前
の
墓
に
向
か
う
。

小
高
い
丘
の
上
に
在
り
、
大
き
な
欅
の

木
が
植
わ
っ
た
墓
だ
。
六
代
御
前
と
は

平
家
嫡
流
の
六
代
目
の
こ
と
で
、
十
二

歳
の
時
に
北
条
時
政
に
捕
ら
え
ら
れ
、

一
旦
は
助
命
さ
れ
た
が
、
二
十
六
歳
の

時
、
源
頼
家
の
命
に
よ
り
こ
の
地
で
斬

首
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

疲
れ
た
足
を
引
き
ず
り
、
京
浜
急

行
・
新
逗
子
駅
前
を
経
由
し
て
Ｊ
Ｒ
逗

子
駅
前
に
午
後
四
時
に
到
着
。
こ
こ
で

解
散
、
有
志
十
二
名
は
駅
近
く
の
「
笑

笑
」
で
懇
親
会
を
開
催
。
各
自
ホ
ド
ホ

ド
に
飲
み
、
午
後
五
時
半
過
ぎ
に
お
開

き
と
な
っ
た
。 

（
野
中 

矩
仁 

記
） 

 

 
 

 

本
部
第
四
十
九
回
歩
こ
う
会 

 
 

 

 

寄
席
演
芸
を
楽
し
む 

 
 
 
 
 

 

 

平
成
十
七
年
十
二
月
二
日
（
金
） 

 

国
立
演
芸
場 

 

参
加
者
十
四
名 

高
橋
義
衛
、
坂
本
堅

一
、
平
松
久
、
塩
澤
敏
行
、
加
藤
進
、

市
村
義
雄
、
石
橋
正
康
、
吉
井
靖
、
徳

光
文
穂
、
原
田
浩
次
、
谷
口
勝
利
、
山

谷
章
浩
、
松
内
俊
夫
、
柘
植
茂 

 

年
末
恒
例
と
な
っ
た
「
国
立
演
芸
場

の
寄
席
」。
十
二
時
前
に
演
芸
場
に
着
く
。

会
場
は
ほ
ぼ
六
分
の
入
り
。
買
っ
て
き

た
弁
当
を
早
速
開
い
て
く
つ
ろ
ぐ
。 

 

十
二
時
四
十
五
分
開
演
。 

 

特
技
が
日
本
舞
踊
（
若
柳
流
）
の
落

語
家
に
よ
る
「
か
っ
ぽ
れ
踊
り
」、
曲
芸

師
に
よ
る
「
太
鼓
の
曲
打
ち
」、「
ラ
オ

（
羅
尾
）
屋
（
キ
セ
ル
）
」「
お
で
ん
屋
」

等
約
十
五
種
類
の
売
り
声
、
ト
リ
の
落

語
「
竹
の
水
仙
・
左
甚
五
郎
」
等
々
、

笑
い
あ
り
、
踊
り
あ
り
、
人
情
話
あ
り
、

太
鼓
あ
り
と
寄
席
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
。

客
席
と
の
交
流
の
中
、
皆
さ
ん
楽
し
い

一
時
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

 

終
演
後
、
毎
回
同
じ
場
所
、
演
芸
場

か
ら
歩
い
て
十
分
ほ
ど
の
ビ
ル
地
下
に

あ
る
「
え
ぞ
会
席
」
に
移
る
。
坂
本
さ

ん
の
「
楽
し
か
っ
た
」
で
乾
杯
。
寄
席

の
話
、
健
康
、
近
況
、
来
年
三
月
開
催

の
作
品
展
、
世
間
を
騒
が
し
て
い
る
耐

震
偽
装
等
々
と
話
は
つ
き
な
い
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
元
気
な
ご
様
子
。「
良

い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
」
の
高
橋
さ

ん
の
声
で
お
開
き
。
十
八
時
散
会
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

吉
井
靖
記) 

 
 

                 

長
浜
支
部
歩
こ
う
会 

 
 
 
 
 

 

 

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
と
か
が
み
は 

 
 

 

ら
航
空
宇
宙
科
学
博
物
館
見
学 

 
 

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日
（
月
） 

参
加
者
十
三
名 

神
部
勇
作
、
立
石

尭
、
外
海
金
太
郎
、
富
岡
秀
雄
、
中
嶋

清
、
西
沢
芳
朗
、
広
瀬
毅
、
広
瀬
洋
造
、

森
隆
男
、
森
川
栄
寿
、
世
森
幹
浴
、
溝

口
厚
雄
、
柴
田
清
廣 

 

各
務
原
に
あ
る
「
航
空
自
衛
隊
岐
阜

基
地
」
と
「
か
が
み
は
ら
航
空
宇
宙
科

学
博
物
館
」
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
約
一
時
間
は
博
物
館
を
見
学
。 

 

ま
ず
、
屋
外
展
示
場
で
は
、
救
難
飛

行
艇
や
旅
客
機
、
対
戦
硝
戒
機
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
の
実
機
を
間
近
で
見
学

し
た
後
、
博
物
館
内
に
入
場
。 

 

飛
行
体
験
館
で
は
、
航
空
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
で
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
体

験
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
の
九
〇
度
、
一
八

〇
度
回
転
、
宙
返
り
な
ど
パ
イ
ロ
ッ
ト

気
分
を
体
感
。 

 

実
機
展
示
場
で
は
、
低
騒
音
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｌ
実
験
機
、
Ｆ
一
〇
四
Ｊ
要
撃
戦
闘
機
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
仕
様
の
Ｔ-

２
高

等
練
習
機
等
々
、
実
験
機
を
中
心
に
航

空
機
の
移
り
変
わ
り
が
分
か
る
実
機
の

展
示
品
を
見
学
。 

 

テ
ー
マ
ハ
ウ
ス
で
は
、
我
が
国
宇
宙

開
発
の
歴
史
と
国
産
Ｈ
２
ロ
ケ
ッ
ト
の

模
型
に
よ
る
原
理
・
仕
組
を
見
学
。
さ

ら
に
、
明
治
四
十
三
年
国
産
第
一
号
機

飛
行
成
功
以
来
の
我
が
国
航
空
機
の
歴

史
や
、
様
々
の
実
験
装
置
に
よ
る
飛
行

機
の
原
理
・
仕
組
な
ど
を
見
学
。 

 

午
後
は
、
航
空
自
衛
隊
の
見
学
。 

 

岐
阜
基
地
は
、
各
務
原
市
に
あ
り
、

明
治
九
年
に
大
砲
射
撃
場
と
し
て
開
設

さ
れ
、
大
正
六
年
に
陸
軍
の
飛
行
場
が

設
置
さ
れ
て
以
来
、
旧
陸
軍
、
米
軍
、

自
衛
隊
と
引
き
継
い
で
、
日
本
で
最
も

長
い
歴
史
の
飛
行
場
を
持
つ
基
地
で
す
。 

 

基
地
の
面
積
は
一
二
〇
万
坪
、
基
地

の
総
人
員
は
約
二
五
〇
〇
名
、
十
を
越

え
る
部
隊
や
機
関
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

主
な
部
隊
や
機
関
と
し
て
は
、
航
空

機
装
備
品
の
評
価
、
試
験
飛
行
の
実
施
、

試
験
飛
行
操
縦
士
の
養
成
な
ど
を
行
う

飛
行
開
発
実
験
部
門
、
航
空
機
部
品
の

調
達
・
保
管
お
よ
び
他
の
基
地
へ
の
部

品
補
給
な
ど
を
行
う
補
給
処
部
門
、
侵 

攻
す
る
他
国
の
航
空
機
を
対
空
ミ
サ
イ

ル
「
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
に
よ
り
撃
破
す

る
高
射
群
部
門
、
管
制
隊
、
気
象
隊
、

病
院
、
自
衛
隊
内
の
警
備
隊
等
々
の
基

地
所
在
部
隊
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

              

見
学
は
、
ま
ず
隊
員
と
同
じ
隊
内
昼

食
を
い
た
だ
い
て
腹
ご
し
ら
え
を
し
た

後
、
広
報
館
で
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
、
さ
ら
に
、
案
内
者
よ
り
航

空
自
衛
隊
の
任
務
と
、
岐
阜
基
地
の
任 

務
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、

戦
争
中
の
写
真
や
軍
服
、
靴
、
水
筒
、

銃
、
無
線
機
等
々
の
遺
品
の
展
示
な
ど

を
見
学
。
続
い
て
屋
外
へ
出
て
、
試
験

飛
行
中
の
飛
行
場
を
始
め
基
地
施
設
を

見
学
。
最
後
に
品
川
沖
か
ら
回
収
し
た

零
戦
機
や
、
新
鋭
機
の
採
用
で
廃
機
と

な
っ
た
飛
行
機
の
展
示
を
見
て
見
学
会

を
終
了
。 

 

航
空
自
衛
隊
が
防
空
、
救
難
、
国
際

緊
急
援
助
な
ど
の
諸
活
動
を
通
じ
て
我

が
国
の
安
全
と
平
和
に
、
今
後
と
も
貢

献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
帰
路

に
就
い
た
。 

 
(

柴
田
清
廣 

記) 

  
大
阪
支
部
第
十
八
回
樹
楽
会 

 
 

 

 
西
芳
寺
川
畔
～
松
尾
山
～
嵐
山
渡
月

橋 

 

平
成
十
七
年
九
月
二
十
六
日
（
月
） 

参
加
者
十
一
名 

奥
田
公
具
、
岡
本
益

弘
、
内
藤
次
生
、
中
谷
昌
弘
、
中
村
利

之
、
平
井
穣
、
福
井
久
、
町
田
富
美
夫
、

山
口
滋
、
山
口
陸
雄
、
吉
田
康
子 

 

午
前
九
時
三
十
分
、
阪
急
嵐
山
線
「
松

尾
」
駅
に
集
合
。
快
晴
の
下
、
駅
前
の

「
松
尾
大
社
」(

古
来
日
本
第
一
醸
造
祖

神
と
し
て
全
国
の
酒
造
家
よ
り
幅
広
い

信
仰
を
集
め
て
い
る)

に
日
頃
の
お
酒

に
感
謝
し
て
参
拝
。 

 

道
す
が
ら
「
鈴
虫
寺
」(

秋
だ
け
鳴
く

鈴
虫
が
季
節
に
関
係
な
く
一
年
中
鳴
い

て
い
る
の
で
鈴
虫
寺
と
呼
ば
れ
て
い

る)

を
経
て
西
芳
寺
川
へ
。 

川
筋
に
は

広
大
な
西
芳
寺(

天
下
一
の
名
園
と
言

わ
れ
銀
閣
寺
な
ど
作
庭
の
手
本
と
さ
れ

た
、
苔
が
素
晴
ら
し
い
庭
園
で
通
称
苔

寺
と
呼
ば
れ
る)

の
庭
を
横
目
に
川
畔

を
遡
る
。
上
流
に
格
好
の
河
原
が
あ
り

そ
こ
で
昼
食
を
取
る
。 

 

標
高
四
百
メ
ー
ト
ル
の
「
松
尾
山
」

を
登
り
午
後
二
時
「
嵐
山
」
に
到
着
。

名
物
の
湯
豆
腐
を
味
わ
っ
て
散
会
し
た
。 

 
 

              



（3） ＯＢ会だより第 13 号   平成 18 年 1 月   

 
ゴ
ル
フ
同
好
会 

 

本
部
第
二
十
四
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 
 

 

平
成
十
七
年
十
月
二
十
日(

木) 

 

湘
单
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

参
加
者
十
六
名 

 
菅
澤
武
彦
、
佐
藤
昌

二
、
大
庭
忠
利
、
西
林
公
助
、
小
倉
武

司
、
牧
原
稔
、
渡
部
一
蔵
、
篠
島
秀
明
、

西
野
盛
雄
、
高
橋
健
二
、
永
井
正
義
、

原
田
浩
次
、
市
村
義
雄
、
安
藤
明
義
、

坂
本
堅
一
、
亀
田
実 

 

台
風
二
十
号
と
秋
雤
前
線
の
影
響
で

天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
台
風
も

過
ぎ
去
り
、
天
高
く
青
々
と
し
た
快
晴

で
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。
皆
様

心
地
良
い
汗
を
流
し
、
満
喫
し
た
ゴ
ル

フ
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

懇
親
会
は
渡
部
一
蔵
さ
ん
の
ご
挨
拶

に
始
ま
り
、
表
彰
式
、
さ
ら
な
る
コ
ン

ペ
発
展
に
対
す
る
意
見
交
換
等
楽
し
い

ひ
と
と
き
で
し
た
。
次
回
は
五
月
中
旬

開
催
予
定
で
す
。 

（
永
井
正
義
記
） 

優
勝 

 

西
野
盛
雄 

準
優
勝 

篠
島
秀
明 

第
三
位 

佐
藤
昌
二 

Ｂ
Ｇ 

 

篠
島
秀
明 

八
九 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

           

 

第
三
回
千
葉
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ 

 
 

 

平
成
十
七
年
十
一
月
八
日
（
火
） 

 

新
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

参
加
者
十
一
名 

安
田
久
雄
、
東
田
浩

作
、
君
塚
康
、
山
本
猛
、
山
崎
勲
、
北

川
忠
澄
、
長
崎
英
太
郎
、
西
林
公
助
、 

水
島
晃
、
徳
永
英
之
、
石
橋
正
康 

 

当
日
は
快
晴
。
晩
秋
と
は
思
え
な
い

暖
か
さ
で
、
半
袖
シ
ャ
ツ
で
の
快
適
な

プ
レ
イ
と
な
っ
た
。
千
葉
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
も
第
３
回
と
な
り
定
着
し
た
感
じ
。

開
催
場
所
は
「
新
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
」。 

か
な
り
の
起
伏
と
コ
ー
ス
間

の
距
離
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
比
較

的
短
い
所
も
あ
り
、
ま
た
、
ロ
ー
ハ
ン

デ
イ
の
人
に
と
っ
て
は
、
い
い
ス
コ
ア

ー
の
出
や
す
い
高
麗
グ
リ
ー
ン
。 

 

優
勝
・
準
優
勝
は
、
と
も
に
ネ
ッ
ト

七
二
で
、
前
回
の
準
優
勝
者
と
三
位
が

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
格
上
げ
で
入
り
、

次
回
の
幹
事
役
と
な
る
。
次
回
は
、
四

月
下
旬
の
予
定
。（
石
橋
正
康 
記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

優 

勝 

山
本 

猛 

準
優
勝 

水
島 

晃 

第
三
位 

君
塚 

康 

             

 

長
浜
支
部
第
二
五
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
七
年
十
月
七
日
（
金
） 

 

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

参
加
者
十
七
名 

雤
森
作
仁
、
尾
本
光

弘
、
中
村
民
夫
、
神
部
勇
作
、
松
宮
正

之
、
野
田
和
久
、
加
藤
勲
、
柴
田
弥
藏

矢
作
憲
三
、
藤
田
稔
、
岩
根
信
次
、
竹

田
善
祐
、
山
口
滋
、
笹
原
榮
之
助
、
森

川
栄
寿
、
武
藤
幹
男
、
柴
田
清
廣 

 

今
回
も
関
西
支
部
の
山
口
さ
ん
、
雤

森
さ
ん
も
遠
路
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

が
＊
季
節
柄
御
用
繁
多
の
方
が
多
く
十

七
名
の
参
加
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

午
後
の
途
中
か
ら
雤
が
降
り
出
し
た

も
の
の
、
小
降
り
程
度
で
大
し
た
支
障

も
な
く
全
員
無
事
に
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。 

 

加
藤
さ
ん
は
べ
ス
グ
ロ
で
の
優
勝
で
、

さ
ら
に
今
回
が
三
度
目
の
優
勝
と
、
入

賞
常
連
者
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
次
回
は
も
っ

と
沢
山
の
方
の
参
加
で
盛
大
な
大
会
に

し
た
い
と
の
神
部
副
会
長
の
ご
挨
拶
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

優 

勝 

加
藤 

勲 

準
優
勝 

笠
原
榮
之
助 

第
三
位 

柴
田
清
廣 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
柴
田
清
廣
記
） 

 

            

 

大
阪
支
部
第
八
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

 

平
成
十
七
年
十
月
四
日
（
火
） 

 

神
戸
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
Ｇ
Ｃ 

参
加
者
十
名 

雤
森
作
仁
、
宇
塚
正
、

岡
本
益
弘
、
平
井
穣
、
松
本
弘
、
单
野

彰
宏
、
山
口
滋
、
山
本
功
、
吉
田
康
子
、

古
川
千
佳
子 

(

現
役) 

 

降
水
確
率
五
〇
／
六
〇
％
の
中
ス
タ

ー
ト
。
ア
ウ
ト
は
傘
無
し
で
回
わ
れ
た

も
の
の
、
イ
ン
は
一
時
ざ
ざ
降
り
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
な
ん
と
か
ワ
ン
ラ
ウ
ン

ド
を
終
了
し
た 

。 

優 

勝 

平
井 

穣 

準
優
勝 

岡
本
益
弘 

第
三
位 

古
川
千
佳
子 

 
 
 

              

テ
ニ
ス
同
好
会 

 

本
部
秋
季
大
会 

平
成
十
七
年
十
月
四
日(

火) 

場
所 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
東
京
・
高
井
戸
） 

参
加
者
十
八
名 

吉
井
靖
、
川
上
治
夫
、

明
吉
章
一
、
磯
田
智
、
土
川
猛
弘
、
塚

田
邦
昭
、
山
本
彊
、
藤
原
志
朗
、
関
守

二
、
中
川
芳
高
、
宮
下
和
久
、
港
章
、

岡
田
五
郎
、
菅
原
彦
一
、
伊
藤
春
生
、

井
東
政
蔵
、
鳥
居
正
義
、
石
橋
正
康
、

西
林
公
助(

懇
親
会
の
み)  

 

 

長
年
世
話
役
を
務
め
た
西
林
さ
ん
が

体
調
不
良
で
、
鳥
居
さ
ん
が
世
話
役
を

引
継
が
れ
た
。
春
季
大
会
は
雤
で
流
れ

た
の
で
、
一
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
っ
た
。 

 

高
橋
会
長
以
下
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ

ー
六
名
を
欠
く
も
、
井
東
政
蔵
さ
ん
八

十
八
歳
を
筆
頭
に
最
年
少
六
十
三
歳
ま

で
の
元
気
な
顔
ぶ
れ
が
揃
う
。 

 

当
日
は
各
地
霧
雤
模
様
の
中
、
当
地

だ
け
は
朝
方
の
小
雤
も
上
が
り
終
日
う

す
曇
。 

 

試
合
形
式
四
ゲ
ー
ム
先
取
・
ノ
ン
ア

ド
方
式
。
組
合
わ
せ
を
変
え
一
人
四
～

五
試
合
を
こ
な
し
た
。
例
年
の
如
く
全

勝
者
も
全
敗
者
も
な
い
和
気
藹
々
の
大

会
で
あ
っ
た
。 

 

終
了
後
、
恒
例
の
有
志
に
よ
る
懇
親

会
を
ク
ラ
ブ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行
う
。

井
東
さ
ん
の
米
寿
を
祝
い
、
各
自
の
近

況
と
テ
ニ
ス
を
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
を
報

告
。
昔
話
に
花
が
咲
く
。
春
の
再
会
と

西
林
さ
ん
の
復
帰
を
期
し
て
無
事
終
了

し
た
。 

 
 

(

石
橋
正
康 

記) 

            



                                                           ＯＢ会だより第 13 号   平成 18 年 1 月 （4）                                          

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０ 

「
第
十
二
回
撮
影
会
」 

 

佐
渡
撮
影
旅
行 

 

平
成
十
七
年
六
月
十
三
～
十
五
日 

参
加
者
五
名 

青
山
新
太
郎 

久
保
秀

雄 

山
本
猛 

吉
井
道
郎 

 

山
崎
勲 

 

佐
渡
島
の
北
端
の
丘
陵
に
咲
く
カ
ン

ゾ
ウ
の
花
の
撮
影
を
二
泊
三
日
で
お
こ

な
っ
た
。 

 

六
月
十
三
日
東
京
駅
に
集
合
。
新
幹

線
で
新
潟
へ
。
フ
ェ
リ
ー
を
乗
り
継
い

で
午
後
三
時
両
津
港
に
上
陸
。
レ
ン
タ

カ
ー
で
佐
渡
の
中
央
を
東
西
に
横
断
す

る
大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
向
か
う
。 

 

途
中
の
乙
和
池
は
天
然
記
念
物
の
浮

島
の
あ
る
静
か
な
池
。
水
に
映
り
こ
む

緑
が
素
晴
ら
し
い
。
次
い
で
、
有
名
な

尖
閣
湾
に
立
ち
寄
る
。
日
も
傾
く
こ
ろ

今
夜
の
宿
七
浦
海
岸
の
ホ
テ
ル
に
急
ぐ
。 

 

タ
食
は
数
々
の
海
の
幸
に
地
元
の
酒
。

程
よ
く
酔
い
が
回
っ
た
頃
、
沖
に
は
イ

カ
釣
り
の
漁
り
火
が
点
々
、
空
に
は
上

弦
の
月
と
あ
れ
ば
酔
い
も
吹
き
飛
ん
で

写
欲
満
々
、
宿
の
庭
に
三
脚
を
立
て
る
。 

 

翌
日
も
快
晴
。
我
々
は
、
団
体
客
の

ほ
と
ん
ど
訪
れ
な
い
島
の
北
部
に
向
か

う
。
だ
か
ら
食
事
を
す
る
所
も
無
い
と

聞
い
て
相
川
の
コ
ン
ビ
ニ
で
握
り
飯
と

パ
ン
を
買
い
占
め
て
出
発
。
所
々
で
撮

り
な
が
ら
島
の
大
陸
側
外
海
府
海
岸
を

北
上
す
る
。 

 

私
も
五
年
ぶ
り
の
佐
渡
だ
っ
た
が
、

か
つ
て
の
海
沿
い
の
田
圃
が
駐
車
場
に

な
っ
て
い
た
り
、
岩
場
の
続
く
撮
影
ポ

イ
ン
ト
も
長
い
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
見

え
な
く
な
っ
た
り
、
こ
こ
に
も
時
の
流

れ
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
断
崖
を
縫
う

よ
う
に
走
る
跳
坂
の
難
所
を
通
過
す
る

と
、
や
が
て
目
指
す
カ
ン
ゾ
ウ
の
丘
が

近
づ
く
。
海
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
屹

立
す
る
一
枚
岩
の
大
野
亀
の
麓
の
丘
に

可
憐
な
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
が
一
面
に

咲
き
乱
れ
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
今
年
は
当
り
年
で
花
の
つ
き
も

良
い
そ
う
だ
。
一
同
丘
の
あ
ち
こ
ち
に

散
っ
て
思
う
存
分
撮
影
に
専
念
。 

 

そ
の
晩
は
願(

ね
が
い)

と
い
う
変
わ

っ
た
名
前
の
集
落
の
旅
館
に
泊
ま
る
。

泊
り
客
は
我
々
五
人
だ
け
。
目
の
前
の

海
で
採
れ
た
と
言
う
あ
ま
り
名
前
を
聞

か
な
い
魚
や
蟹
、
烏
賊
、
岩
の
り
な
ど

が
食
卓
に
上
る
。
元
美
人
の
お
か
み
と

の
話
も
弾
む
。 

 

翌
朝
五
時
に
再
び
カ
ン
ゾ
ウ
の
丘
へ
。

残
念
な
が
ら
天
気
は
い
ま
い
ち
。
風
が

強
く
花
が
揺
れ
て
絵
に
な
ら
ず
。
朝
食

後
戻
り
に
か
か
る
。
内
海
府
海
岸
を
单

下
、
途
中
ド
ン
デ
ン
山
に
登
り
大
佐
渡

の
雄
大
な
景
色
に
満
足
。 

 

天
気
に
恵
ま
れ
た
撮
影
行
も
無
事
終

了
。
清
水
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
ら
激
し

い
雤
。
我
々
日
ご
ろ
の
行
い
が
良
か
っ

た
と
互
い
に
言
い
な
が
ら
解
散
。 

 
 
 
 
 
 

（
青
山
新
太
郎 

記)  
 
 

 
 

            

趣
味
、
健
康
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク 

 

長
浜
第
九
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
菱
友
会 

 

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
（
水
） 

参
加
者
二
十
三
名 

竹
友
正
夫
、
田
中

亘
、
丸
山
寛
司
、
高
田
哲
、
藪
田
武
司
、

脇
坂
文
雄
、
寺
村
浜
江
、
武
内
昌
央
、

塚
田
義
隆
、
中
川
正
文
、
前
田
菊
枝
、

小
倉
英
義
、
北
川
久
男
、
小
山
巌
、
今

庄
正
義
、
小
林
剛
、
小
林
辰
夫
、
浅
井

光
男
、
松
居
稔
、
今
中
智
、
溝
口
厚
雄 

東
田
昭
一
郎
、
藤
居
美
智
子 

 

毎
回
レ
ベ
ル
の
高
い
白
熱
戦
が
展
開

さ
れ
、
午
前
の
九
時
か
ら
午
後
四
時
近

く
ま
で
、
時
聞
の
経
過
を
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
熟
中
す
る
そ
う
で
す
。
今
回
も

五
組
に
分
か
れ
て
、
リ
ー
グ
戦
一
〇
試

合
を
、
大
き
な
声
で
仲
間
を
激
励
し
な

が
ら
、
そ
れ
で
も
和
気
藹
々
と
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
北
川

さ
ん
は
、
町
卖
位
の
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
た
り
、
来
年
、
長
浜
市
が
び
わ
町
、

浅
井
町
と
合
併
す
る
の
を
機
に
、
記
念

競
技
を
開
催
す
る
計
画
を
立
て
る
な
ど
、

競
技
会
の
機
会
拡
大
に
も
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。 

(

柴
田
清
廣 

記) 

           

 

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
か
ら 

▽
会
員
の
状
況 

全
会
員
数 

五
九
三
名 

本
部
三
三
三

名 

長
浜
一
七
六
名 

大
阪
三
七
名 

名
古
屋
二
〇
名 

九
州
二
七
名
（
平
成

十
七
年
十
二
月
十
一
日
現
在
） 

▽
人
事
（
平
成
十
八
年
一
月
一
日
） 

柴
田
壽
一
氏 

幹
事
退
任 

矢
作
憲
三
氏 

幹
事
就
任 

宮
下
和
久
氏 

幹
事
就
任 

岸
川 

茂
氏 

名
古
屋
支
部
長
退
任 

伊
藤 

壽
氏 

名
古
屋
支
部
長
就
任 

▽
訃
報 

伊
豆
亥
児
殿 

平
成
十
七
年
七
月
二
十

六
日
逝
去 

東
野
元
貞
殿 

平
成
十
七
年
八
月
十
九

日
逝
去 

高
野
達
男
殿 

平
成
十
七
年
八
月
二
十

二
日
逝
去 

乙
竹
利
清
殿 

平
成
十
七
年
九
月
二
十

日
逝
去 

末
松 

 

幹
殿 

平
成
十
七
年
十
一
月
十

八
日
逝
去 

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
の
ご
案
内 

会
期 

平
成
十
八
年
二
月
二
十
七
日

（
月
）
～
三
月
五
日
（
日
） 

時
間 

午
前
十
時
～
午
後
六
時 

 

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
四
時
ま
で
） 

場
所 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
一
展
示

室 

京
浜
東
北
線
関
内
駅
、
石
川
町
駅

よ
り
徒
歩
十
五
分
、
み
な
と
み
ら
い
線

日
本
大
通
り
駅
か
ら
徒
歩
五
分 

問
合
せ
先 

平
松
久 

電
話0

3

―3
7
0

0

―1
9

4
4

 
Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3

―3
7

0
8

―6
8
6

8
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